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まちの話題

8

新
人
６
人
を
迎
え
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
ス
タ
ー
ト

第
15
回
日
野
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
開
始
式

　

今
年
15
回
目
を
迎
え
る
「
日
野
町
民

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
の
開
始
式
が
、
４
月

24
日
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

出
演
者
と
そ
の
保
護
者
ら
約
40
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

開
始
式
で
は
、
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

実
行
委
員
長
の
田
口
享
さ
ん
が
「
今
年

は
６
人
の
新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
入
り
ま

し
た
。
み
ん
な
で
素
晴
ら
し
い
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
出
演
者
ら

を
激
励
し
ま
し
た
。
そ
し
て
実
行
委
員

会
事
務
局
か
ら
今
回
の
演
目
に
つ
い
て

説
明
を
聞
き
、
緊
張
し
た
表
情
の
出
演

者
ら
は
、
公
演
に
向
け
て
気
持
ち
を
引

き
締
め
ま
し
た
。

　

開
始
式
に
は
、
第
1
回
公
演
か
ら
脚

本
、
演
出
な
ど
を
手
掛
け
る
渡
邊
勝
子

さ
ん
（
広
島
県
三
原
市
）
や
歌
唱
指
導

を
行
う
小
椋
美
香
子
さ
ん
（
米
子
市
）

も
出
席
。
出
演
者
に
激
励
の
言
葉
を
送

り
、
早
速
、
小
椋
さ
ん
に
よ
る
熱
の
入
っ

た
歌
唱
指
導
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
「
宇
宙
の

お
と
ぎ
ば
な
し
〈
か
ぐ
や
姫
〉」
と
題
し
、

日
野
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
登
場
人
物
た

ち
に
扮
し
た
出
演
者
が
、
元
気
い
っ
ぱ

い
に
演
じ
ま
す
。
今
年
は
10
月
23
日
に

昼
と
夜
の
2
回
公
演
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
出
演
者
は
約
半
年
間
の
稽
古
に
入

り
ま
し
た
。

本番さながらの演技指導も 小椋さんによる歌唱指導

子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
に
役
立
て
て

町
社
会
福
祉
協
議
会
が
防
犯
ベ
ル
を
寄
贈

　

4
月
6
日
、
根
雨
小
学
校
と
黒
坂
小
学

校
へ
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
山
田
厚
弘

会
長
）
か
ら
防
犯
ベ
ル
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
身
の
安
全
を

守
る
た
め
に
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
回
は
両
校
の
新
1
年
生
12
人
に
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
の
山
田
会
長
は
「
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
通
学
で
き
る
よ
う
役
立

て
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
防
犯
ベ
ル
を
手

渡
し
ま
し
た
。

防犯ベルを黒坂小学校へ
　

4
月
23
日
、
金
持
自
治
会
の
金
持
長
寿

会
（
若
林
悦
幸
会
長
）
の
会
員
ら
が
、
25

日
に
行
わ
れ
た
春
祭
に
あ
わ
せ
、
金
持
神

社
の
鳥
居
に
取
り
付
け
る
し
め
縄
づ
く

り
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
は
、
し
め
縄
の
元
と
な
る
わ
ら

3

3

か

ら
「
ホ
ク
ダ
」
と
呼
ば
れ
る
葉
く
ず
を
取

り
除
く
組
、
そ
の
わ
ら
を
三
つ
編
み
し
て

し
め
縄
に
す
る
組
、
そ
し
て
編
ん
だ
し
め

縄
を
引
き
上
げ
る
組
に
そ
れ
ぞ
れ
分
か

れ
行
い
ま
し
た
。

　

丁
寧
に
編
み
上
げ
、
仕
上
げ
に
房し

め

と

紙し

で垂
を
付
け
完
成
し
た
し
め
縄
は
、
早
速

鳥
居
に
巻
き
付
け
ら
れ
、
参
拝
者
を
迎
え

て
い
ま
し
た
。

家
内
安
全
、
地
域
の
安
寧
を
祈
っ
て

金
持
自
治
会
住
民
が
金
持
神
社
の
し
め
縄
づ
く
り

心を込め締め上げる
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　3 月から児童の家庭学習支援センターを始めまし
た。現在、生徒は 3 人。小学 6 年生が 2 人に 3 年
生が 1 人です。今のところ、週に 1 回 1 時間、私の
自宅で勉強しています。
　実は、1 時間のうち半分くらいは勉強するんです

が、残りは遊んでいます。でも、遊びは意外と難し
いんですよ。どうせなら「良い遊び」をしたいなと
考え、何を遊ぶか考えながら遊んでいますが、「良
い遊び」というのがどういったものなのかも分から
ないですし、こちらがやりたい遊びに子どもたちが
乗ってきてくれない場合も多いです。
　学習指導も思った以上に難しいものです。学力向
上は必要ですが、長い目で見た学習意欲の向上も目
指したい。大きな目標を持ち、それに向かって意欲
を燃やすようになってほしい。小学生のうちになか
なかそこまで到達できないかもしれませんが、私も
試行錯誤を重ねて頑張りたいと思います。
　最後に、教育による地域おこしは最近注目されて
います。子どもたちには、地域を盛り上げる人材に
育ってほしいと願っています。

試行錯誤の繰り返しですが
とてもやりがいのある毎日です

協 力 隊 信通
vol.5

〝教育による地域おこし〟中 山 隊員編②
　地域おこし協力隊として活動する４人の隊員の

日々の活動などを紹介します。今回は、中山法
の り た か

貴隊

員（黒坂）編です。

『新たな視点』から町の地方創生を支援

　町では、昨年 10 月に策定した「きらり日野町創生戦略」をより具体化し、人口減対策と町のにぎわいの創

出を図り、活力ある日野町を維持していくことが求められています。

　そこで、内閣府の地方創生人材支援制度を活用し、民間企業から深谷信介さんを招きました。深谷さんには、

民間企業での経験を生かし、外からの視点でアドバイスをもらいながら、町の創生戦略の実現に向けてサポー

トしてもらいます。

◆地方創生人材支援制度を活用し、参与（非常勤）を招へい

深
ふ か や

谷  信
し ん す け

介さん参   与

【期間】　平成 28 年４月１日～平成 29 年 3 月 31 日
【職務内容】　きらり日野町創生戦略を推進するため、主に「産業・雇用」「移住・
定住」「まちづくり」分野での提言・提案などを行う。

【深谷さんからひと言】
「〝山あいにとてもステキなまちがありました〟これが私の感じた日野町の第一印象です。たたらで栄えたこ
のまちらしい素晴らしい暮らしを、確かに次代につないでいけるお手伝いをさせたいただければと考えてい
ます。ゆっくりゆったりしっかりと歩んでいきたいと思います。何とぞよろしくお願いいたします」

【略歴】　
石川県金沢市生まれ。株式会社博報堂 ブランドデザイン副代表、スマート X
都市デザイン研究所長。
事業戦略や新商品開発などのマーケティング業務、ビジネス開発に携わり、
都市やまちのブランディング、イノベーションに関しても研究・実践を行っ
ている。現在は、ほかに富山市（富山県）政策参与、桜川市・つくばみらい
市（茨城県）参与を務める。


